








その他のタイトル A Study on the Relation between the Decision
Factors of the Elective Subjects and the
Consciousness of Course in the General
Students at Senior High Schools : From the












































全部で529名である(表 l参照〉。諒査対象を第 2学年の生徒にしたのは、調査対象校では、 3年
次の科自選択が 2年次の 2学期に行われているので、第 2学年の生徒の方が科自選択時の意識を
明瞭に覚えているからである。
表 1.高校別回答者数
思Ij 都市群 周辺部 合計
A 134 C 130 264 
進学校
(25.3%) (24.6%) (49.9%) 
B 131 D 134 265 
非進学校
(24.8%) (25.3%) (50.1%) 
265 264 529 
よに』l 



































学校 進路の因子 人間関係の因子 必要性の留子 適性の因子
A高校 3.67 2.29 2.59 3.75 
B高校 3.19 2.32 2.74 3.49 
C高校 3.74 2.10 2.79 3.56 
D高校 3.08 2.41 3.06 3.29 
全体 3.43 2.28 2.79 3.53 























































































教育程度 人数 進路の国子 人間関係の因子 必要性の因子 適性の因子
1高校まで 73 2.74 2.42 2.82 3.18 
2.専門・短大 125 3.18 2.34 2.95 3.42 
3. 4年制大学 258 3.68 2.24 2.74 3.63 
4.大学院 43 3.73 2.10 2.63 3.81 
全体 499 3.42 2.28 2.79 3.53 
























教育程度 人数 教師の影響 友人の影響 家族の影響 マスコミの影響
1.高校まで 76 1. 97 2.53 3.00 2.08 
2.専門・短大 126 1. 96 2.41 2.77 2.86 
3.4年制大学 257 1. 95 2.11 2.79 2.81 
4.大学院 44 1. 91 1. 93 2.82 2置91
全体 503 1. 95 2.23 2‘82 2.72 
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校生の横断的な研究-J WCAREER GUIDANCE STUDY ~第9号， 1988年〉。
(10)飯田・片桐は、「進学者の場合には、自らの進路にさまざまな効用を見いだし、それを高く価値付けてい
るJのに対して、「就職者の場合には、自らの進路に今ひとつ価値を見いだしかねているJことを示してい
る(飯田浩之・片桐睦問「高等学校普通科における生徒の進路決定に関する実証的研究j筑波大学『教育学
系論集J第14巻，第2号，1990年，52頁〉。
(11)教育社会学では、こうした進学校と非進学校の生徒の意識の違いをトラッキングによる進路の矯正力と
捉えている(例えば、菊池栄治 f中等教育における『トラッキング』と生徒の分化過程JW教育社会学研
究』第41集，1986年〉が、本稿では、教育実践への示唆を得るという点から、受けたい教育程度を低く考え
ている生徒には自己の適性を発見させるための指導が必要であることを特に強調したい。
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